
西賀茂一帯には飛鳥時代から平

安時代の須恵器や瓦の窯跡が広く

分布しています。平安時代には官

に所属した瓦窯として、平安宮や

京の造営のために大量の瓦を供給

していました。当地で古代の瓦が

出土することは古くより知られ、

明治末年以降、採集や踏査が行な

われてきました。

昭和５年（1 9 3 0）には木村捷三

郎氏によって、『延喜式』に記載

される栗
くる

栖
す

野
の

瓦屋の一部として位

置付けられています。しかし、本

格的な発掘調査が行なわれるには

4 0年あまりを要して、昭和4 6年

（1 9 7 1）の角社
すみやしろ

瓦窯跡や鎮
ちん

守
じゅ

庵
あん

瓦

窯跡の調査を待つことになります。

以降、平成８～1 2年に行なった

上ノ庄田瓦窯跡の調査まで、７箇

所の瓦窯跡群が明らかにされてき

ましたが、当地を訪れても、その

あとを示すものは残されていませ

ん。わずかに、大将軍神社の北側

参道入口の駒札に、「当社の背後

に瓦窯跡があり…」として角社瓦

窯跡の存在したことが示されてい

るだけです。そこで、地図に写真

を加えたガイドマップを作成して

みました。このリーフレットを手

に窯跡を訪ねて、秋の西賀茂を散

策してはいかがでしょうか。

（リーフレット編集委員会）

角社瓦窯跡・醍醐の森瓦窯跡の写真

は京都文化博物館より提供
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遺跡を訪ねて６

西賀茂瓦窯跡を歩く

リーフレット京都　Ｎｏ.１７８（２００３年１０月）

上ノ庄田瓦窯跡〔平安時代前期〕

西賀茂瓦窯中最北端に位置します。

平成８年からの調査でロストル式

平窯２基とその西側の台地上に設

けられた工房跡の全容が明らかに

なりました。宅地に造成されて元

の地形は残っていません。



蟹ケ坂瓦窯跡〔飛鳥時代後期〕 昭和58年の調査で、半

円形の溝で囲まれた４基の窖窯が見つかりました。西賀

茂瓦窯では最も古く、約４km南の出雲寺（上御霊神社境

内）に瓦を供給していたようです。西賀茂中学校の敷地

にあたります。

角社瓦窯跡〔平安時代前期〕 西賀茂瓦窯跡で最初に調査さ

れた瓦窯跡です。角社とも呼ばれる大将軍神社の北方で東西

２群に分かれています。いずれもロストル式の平窯で東群

（写真右上）が３基、西群（写真左上）は５基確認されてい

ます。東群は神社参道沿いの宅地になっていますが、西群の

一部は畑地の状態で残されています。

醍醐の森瓦窯跡〔平安時代前期〕 昭和48年に道

路工事に際してロストル式平窯１基が見つかりま

した。緑釉軒丸瓦などが出土しています。西側の

敷地は樹木が生い茂り「醍醐の森」の姿を偲ばせ

ています。

鎮守庵瓦窯跡〔平安時代前期〕 鎮守庵公園沿

いの道路部で、南北２群に分かれています。南

群は２基のロストル式平窯とロストルの無い平

窯が見つかっています。北群は４箇所で灰原を

確認し、一部が調査されて緑釉瓦が出土してい

ます。西側の丘陵は今も竹林のままです。

河上瓦窯跡〔平安時代中期〕 昭和3 4年に発見された瓦窯跡で、昭和5 5年

にロストル式平窯を確認しています。軒平瓦に「河上」の銘があることか

ら河上瓦屋と呼ばれています。瓦窯の周辺は耕作地が残っています。

大宮北山ノ前瓦窯跡〔平安時代中期～

後期〕 昭和38年に発見された瓦窯跡

で、昭和55年に灰原を確認

しています。西側は畑地と

して残っています。


